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授業科目 NO. 118 英語Ⅱ（看護英語基礎） 

   English II (English for Nursing) 

 

授 業 の 形 態 ： 演習 

単 位 数 （ 時 間

数 ） ： 

1 単位（30 時間） 

開講年次・学期： 1 年次・後期 

必修・選択の別： 必修 

キ ー ワ ー ド ： 看護英語コミュニケーション、看護（医療）用語、看護リー

ディング、発音、国際理解 

      

1 金沢医科大学看護学部の到達目標（全科目共通です） 

① 豊かな人間性と倫理観 

② 看護学の知識と技術、及び実践力 

③ 地域志向を視野に入れた専門性の獲得 

④ 生涯学習能力  

⑤ 国際的視野の獲得 

 

2  学 修 目 標 

  1）一般目標（GIO） 

       看護専門職に就く上での英語の重要性と必要性を理解し、その土台となる総合的英語コミュケー

ション力のさらなる向上を目指すとともに、医療用語や患者とのコミュニケーションのための看護

英会話を学ぶ。また、異文化や多様性を認め、理解・尊重する態度の修得を目標に、さまざまなト

ピックやネイティブスピーカー講師による授業を通して、英語圏の文化や価値観、習慣等や自国と

の違いに対する理解を深める。 

 

2）行動目標（SBO）※カッコ内の数字は上記の金沢医科大学看護学部の到達目標との関連を示す。 

（1）看護専門職における英語の重要性を理解し、学修意欲に結び付けられる。（②④） 

（2）日常生活や看護に使用される基礎的な英語の語彙や慣用表現を理解し適切に使用できる。 

（②⑤） 

（3）英語圏の文化や価値観、習慣等と自国との違いに気づき理解を深められる。（①⑤） 

（4）多様な文化・社会・価値観をもつ人々を尊重することの重要性を理解できる。（①⑤） 

 

3 学 修 内 容 

授業の内容については、授業計画に示す。 
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4 評     価 

評価項目 評価割合 

1) 定期試験成績 (受験必須) １６％  

2) スピーキングテスト （3 回） ６０％  

3) 課題（12 回） ２４％  

合計 １００％  

（特記事項） 

 

1) 定期試験 

定期試験は受験必須である。受験しない場合、他の項目の点数に関わらず、科目全体の評価 

が不可となる。 

2) スピーキングテスト 

試験開始時刻にいない場合、受験を認めない。 

= 当該試験の点数は 0％となる。 

3) 課題 

締切後に提出された課題は、一切受理しない。 

= 当該課題の点数は 0％となる。 

 

    再課題/再試験に関する注意事項 

▪ 科目の評価が合格点に達せず不合格となった場合、1 度だけ再試または再課題の機会を与

える。 

▪ 再課題については、締切までに完成して提出すること。 

o 締切後に提出された再課題は受理しない。 

 

5 教 育 担 当 者 

科目責任者：WOODS Craig 

 

講   師   WOODS Craig（ウッズ クレイグ）（一般教育機構 英語） 

講   師   DUFF Nicholas（ダフ ニコラス）（一般教育機構 英語） 

助   教   髙井 一美（一般教育機構 英語） 

 

6 教  科  書 

  看護師のための英会話（株式会社新宿スタジオ） 

ISBN:978-4-904281-10-9 

   

7 推 薦 参 考 書 

『改訂新版 これだけは知っておきたい 看護英語の基本用語と表現』園城寺康子ほか編著、 

メジカルビュー社、2016 年 
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8 準備学修に必要な時間及び具体的な学修内容 

▪ 授業 1 コマにつき、事前学修・事後学修として計 60 分程度必要とする。 

▪ 定期的にスピーキングテストが行われるので、教科書の内容を復習し準備しておくこと。 

▪ 課題は Google Classroom を通じて出される。 

▪ わからない単語等は、自分で辞書を使って調べておくこと。 

 

9 課題（試験やレポート等）に関するフィードバック 

▪ スピーキングテストについては、随時スコアを掲示し、適宜フィードバックを行う。 

▪ 課題については、解答を提示し、適宜フィードバックを行う。 

 

10 履修上の注意事項 

▪ 担当教員、教室については、掲示のスケジュール表を確認すること。授業には毎回必ずテキスト、

パソコン、筆記具、ルーズリーフ、（電子）辞書を持参のこと。 

▪ 授業では教材を提示し説明やフィードバックを行うが、学生が自ら考え学修することを基本とする。

わからないことがあれば電子辞書やインターネットを利用して自分で調べること。さらなる説明が

必要と思った場合は、自分から積極的に質問すること（授業中、授業の前後またはメールなど）。 

 

11 オフィスアワー等 

質問は授業中、e-mail、または研究室（原則アポイントメントを取ること）で受ける。 

Woods 講師：cwoods@g.kanazawa-med.ac.jp 

Duff 講師：nduff@g.kanazawa-med.ac.jp 

髙井助教：ktakai@kanazawa-med.ac.jp 

 

 



　

　第1学年 英語Ⅱ（看護英語基礎）

学期 回数 時限 区分 講義・実習内容 レポート/小テスト等 教員名

後 1 10月01日 (木) 1 演習
看護師のための英会話／Lesson 1: 初診
発音・異文化理解演習

課題
Woods講師, Duff講

師,髙井助教

後 2 10月08日 (木) 1 演習
看護師のための英会話／Lesson 2: 病状
の把握
発音・異文化理解演習

課題
Woods講師, Duff講

師,髙井助教

後 3 10月15日 (木) 1 演習
看護師のための英会話／Lesson 3: 問診
語彙・リーディング

課題
Woods講師, Duff講

師,髙井助教

後 4 10月22日 (木) 1 演習
看護師のための英会話／Lesson 4: 道案
内
語彙・リーディング

課題
Woods講師, Duff講

師,髙井助教

後 5 10月29日 (木) 1 試験 Lesson 1～4 口頭試問
スピーキングテス
ト 1

Woods講師, Duff講
師,髙井助教

後 6 11月05日 (木) 1 演習
看護師のための英会話／Lesson 5: 医師
の診察
語彙・リーディング

課題
Woods講師, Duff講

師,髙井助教

後 7 11月12日 (木) 1 演習
看護師のための英会話／Lesson 6: 緊急
医療
語彙・リーディング

課題
Woods講師, Duff講

師,髙井助教

後 8 11月19日 (木) 1 演習
看護師のための英会話／Lesson 7: 入院
語彙・リーディング

課題
Woods講師, Duff講

師,髙井助教

後 9 11月26日 (木) 1 演習
看護師のための英会話／Lesson 8: 入院
生活
語彙・異文化理解演習

課題
Woods講師, Duff講

師,髙井助教

後 10 11月30日 (月) 1 演習 Lesson 5～8 口頭試問
スピーキングテス
ト 2

Woods講師, Duff講
師,髙井助教

後 11 12月03日 (木) 1 試験
看護師のための英会話／Lesson 9: バイタ
ル測定
語彙・リーディング

課題
Woods講師, Duff講

師,髙井助教

後 12 12月10日 (木) 1 試験
看護師のための英会話／Lesson 10: 食事
語彙・異文化理解演習

課題
Woods講師, Duff講

師,髙井助教

後 13 12月17日 (木) 1 演習
看護師のための英会話／Lesson 11: 薬の
服用など
語彙・リーディング

課題
Woods講師, Duff講

師,髙井助教

後 14 1月07日 (木) 1 演習
看護師のための英会話／Lesson 12: 退院
語彙・リーディング

課題
Woods講師, Duff講

師,髙井助教

後 15 1月14日 (木) 1 演習  Lesson　9～12　口頭試問
スピーキングテス
ト 3

Woods講師, Duff講
師,髙井助教

後 2月04日 (木) 3 試験 定期試験
一般教育機構　英

語
Woods講師, Duff講

師,髙井助教

開講日 講座・科目群名

一般教育機構　英語

一般教育機構　英語

一般教育機構　英語

一般教育機構　英語

一般教育機構　英語

一般教育機構　英語

一般教育機構　英語

一般教育機構　英語

一般教育機構　英語

一般教育機構　英語

一般教育機構　英語

一般教育機構　英語

一般教育機構　英語

一般教育機構　英語

一般教育機構　英語


